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　　ダクト
６　多湿箇所の排気

　配管材料は下記による。１　配管材料
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一般系統

※本工事　・別途
　風量調整　　　　　　　　　　※する　・しない
　水量調整　　　　　　　　　　・する　※しない
　騒音の測定　　　　　　　　　※する　・しない
　室内外空気の温湿度の測定　　※する　・しない
　室内気流及びじんあいの測定　・する　※しない
　初期運転状態の記録　　　　　※する　・しない

（１）鉄板厚　　（※３．２ｍｍ　・４．５ｍｍ　）３　煙　　　道
（２）ばい煙濃度計　※設ける　・設けない
（３）ばいじん量測定口　※設ける（測定口は８０Φとする）・設けない

※別途　・本工事４　煙　　　突

※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）５　長方形ダクト
　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法
　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法
　それ以外の部分　※アングルフランジ工法
・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　
・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）６　円形ダクト
・換気用耐火二層管（大臣認定品）　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）
(注)１　使用区分は図示による。

　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。７　風量測定口
　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト､外気取入ダクト､空調機出口チャンバーの分岐ダクト

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。８　チャンバー
（２）ダクト接続形の空気調和機等に取り付けるサプライチャンバー、レタンチャンバ
　　　及びダクト系で消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし点検口の
　　　大きさは下記のとおりとする。
　　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０
（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し
　　　ないようにする。

※亜鉛鉄板製　・グラスウール製
　　ボックス
９　吹出口及び吸込口

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遠隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下10　ダンパー
（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遠隔　・　　　）

（１）冷温水管　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）・　11　配管材料
（２）冷却水管　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）・　
（３）ブライン管　　　・配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　
（４）冷媒管　　　　　※断熱材被覆銅管
　　　（保温厚mm　ガス管　※20以上　・10以上　液管　・20以上　※10以上）
（５）ドレン管　　　　(屋外)・配管用炭素鋼鋼管（白）　※硬質塩化ビニル管ＶＰ　

（６）油管　　　　　　・配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　
（７）蒸気管　給気管　・配管用炭素鋼鋼管（黒）　・　
 　　　　　　 還　管　・圧力配管用炭素鋼鋼管（黒）Sch40　　・ステンレス鋼管
（８）膨張管、空気抜き管及び膨張タンクよりボイラー等への補給水管
　　　　　　　　　　　・配管用炭素鋼鋼管（白）・　

　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示及び共通仕様書による。12　弁　　　類
また、鋼管用伸縮管継手の種類は図示による。

　取付部は下記による。13　温　度　計
※熱源機器の冷温水管(出入口共)､冷却水管(出入口共)　※空気調和機の冷温水管(出入口共)
※ダクト接続形空気調和機のサプライチャンバー、レタンダクト、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外気取入ダクト及びレタンチャンバー
※冷温水ヘッダー（往）及び各還り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

　取付部は下記による。14　圧　力　計
※熱源機器の冷温水管（出入口共）、冷却水管（出入口共）
※空気調和機の冷温水管（出入口共）
※冷温水ヘッダー（往）及び各還り管　※熱交換器の温水管（出入口）　・　

　瞬間流量計はピトー管方式によるもので止水コック付とし、型式及び取付部は下記15　瞬間流量計
による。なお、着脱部の指示部は（※１個　・　個）付属とする。
・熱源機器の冷温水管、冷却水管の出入口どちらかに（・固定形　※着脱形）を設ける。
・空気調和機の冷温水管の出入口どちらかに（・固定形　※着脱形）を設ける。

※往又は還どちらかの冷温水ヘッダーの各接続管へ（※固定形　・着脱形）を設ける。16　油面制御装置
　制御盤には（※給油ポンプ制御　※満減油警報　・遠隔警報　・電磁弁制御
　　　　　　　・返油ポンプ制御　　）の端子を設ける。
なお、フロートスイッチ部と制御装置の配管・配線は製造者標準仕様とする。

※直交流式　・向流型17　冷却塔
※レジオネラ属菌殺菌剤等の自動薬剤注入装置　※自動ブロー装置　・　
補給水は、水道水とし、補給水接続管部分に清掃用の水栓を分岐して設ける。

　標準仕様書第３編１．７．５及び１．７．６によるほか下記による。18　空気熱源ヒート
　　ポンプ空調機 （１）圧縮機原動機の制御方式　　　　　※回転数制御　・オンオフ制御　

（２）冷媒　ＨＦＣ（ Ｒ４０７Ｃ 又は Ｒ４１０Ａ ）
（３）埼玉県環境配慮方針で掲げる成績係数を満たす機器とする。

１　長方形ダクト１　長方形ダクト ※低圧ダクト（亜鉛鉄板製）
　長辺の長さ１５００ｍｍ以下　※共板工法　・スライドオンフランジ工法
　　　　　　　　　　　　　　　・アングルフランジ工法
　それ以外の部分　※アングルフランジ工法
・高圧１ダクト（亜鉛鉄板製）　　　　　　　・高圧２ダクト（亜鉛鉄板製）　
・ステンレス製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）・塩ビ製ダクト（・Ａ区分　※Ｂ区分）　

※スパイラルダクト（※亜鉛鉄板製　・ステンレス製）　・硬質塩化ビニル管（ＶＵ）２　円形ダクト
・耐火二層換気管（大臣認定品）　※フレキシブルダクト（・保温付　・保温無）
(注)１　使用区分は図示による。

　取付け箇所は、図示した箇所及び下記の箇所とする。３　風量測定口
　送風機吐出ダクト又は吸込ダクト，外気取入ダクト

（１）内貼りを施すチャンバーの表示寸法は外法を示す。４　チャンバー
（２）消音内貼りしたチャンバーには、点検口を設けるものとし、点検口の大きさは
　　　下記のとおりとする。
　　　・３００×３００　・３００×５００　※４００×６００　・５５０×７５０
（３）外壁に面するガラリに直接取り付けるチャンバー及びホッパーは雨水が滞留し
　　ないようにする。

（１）防煙ダンパー　　　復帰方式（※遠隔　・　　　）定格入力ＤＣ24Ｖ，0.7Ａ以下
（２）ピストンダンパー　復帰方式（※遠隔　・　　　）

５　ダンパー

（１）排気ダクトのうち下記箇所は硬質塩化ビニル管（ＶＵ）

（２）水抜き管は（※厨房、浴室　・　　　　　）の排気ダクトには設ける

　　　（防火区画貫通箇所は換気用耐火二層管）を使用できる。
　　　・浴室（シャワー室、脱衣室を含む）　・　

　下記のダクトの保温を行う。
・全熱交換気用の隠ぺい部ダクト（仕様　Ｎ・（ロ）・ⅩⅠとし範囲は図示による）
※（※厨房　・湯沸室　・　　　）用の隠蔽ぺい部ダクト
　（仕様はｈ・（イ）・Ⅸとし範囲は図示による。）

７　保　　温

　風量調整　　　　　　　　　※する　・しない
　風量測定　　　　　　　　　※する　・しない
　騒音の測定　　　　　　　　※する　・しない

８　試運転調整

１　ダ　ク　ト ※亜鉛鉄板　・　

※天井取付（・スリット形　※スイング形）
・壁取付　（・スリット形　・スイング形）

２　排煙口の形式

開放及び復帰方式　※ワイヤー式　・電気式（遠隔操作　・不要　・要）３　排煙口手動開放
　　装置

建築設備定期検査業務指導書(日本建築設備安全センター)の排煙風量の検査方法に準じる。４　排煙風量測定

１　中央監視制御装置 ・有り　※無し

　図示による２　構成・機能

　図示による３　エコケーブルの
　　使用

１　小便器用節水装置 JIS B 2026（自動水栓）による電気開閉式とし、小便器（※一体形・分離形）とする。

・小便器　　※全部ストール形　・一部ストール形
　　　　　　手すり（・本工事　※別途工事）
・洗面器　　※自動水栓（・全部　※一部）　※レバー式水栓（一部）

２　バリヤフリー対応

・シャワー　※サーモスタット式　・ミキシング式
　　　　　　・スライドバー　・フック　　※止水機能付節水形シャワーヘッド
・鏡　　　　※３５０ｘ４５０（耐食鏡）　※６００ｘ９００（耐食鏡）

（１）器具付属止水栓は　※ドライバー式　・ハンドル式
（２）水抜き栓を使用する場合は、水栓は固定コマ式とする。

３　衛生器具付属水栓

※ＡＣ１００Ｖ　・乾電池等４　自動水栓類の電源

５　暖房便座 （１）使用流体は、飲料用水道水とする。
（２）加熱方式　※瞬間式　・貯湯式

（４）機能種別　※温水洗浄　※脱臭　※便座暖房　※ビデ洗浄（女子用）　・温風乾燥

　器具表又は下記の場合を除き、※節水Ⅰ型・節水Ⅱ型とする。
・洗浄弁操作方式は、※手動式・電気開閉式（※センサー式・タッチスイッチ式）
・（　　　　）部分で使用する大便器洗浄弁は低圧形とする。

洗浄用タンク
６　大便器洗浄弁・　

※設ける（ピット内は除く）　・設けない７　大便器耐火カバー

※共栓無しとする。８　掃除流し

※使用できる　・使用できない９　排水器具用ｺﾞﾑ継手

　大便器、小便器の洗浄水用に雨水等の利用をしている場合は、その旨をわかりや10　標　記　板
　すく各トイレ毎に表示する。

　せっけん供給栓等がない場合は、洗面器、手洗器に必ず設ける。11　水せっけん入れ

・女子用トイレブースに設置する。12　擬音装置

　衛生設備器具の適用等の必要なことは別途衛生設備器具表による。13　そ　の　他

１　配管材料 　配管材料は下記による。

施　工　箇　所 管　　種　　別
床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）
ウエット厨房、浴室等の湿潤シンダー内配管）
保温をしない屋外露出部
地中埋設部（水道直結部分）

地中埋設部（一般部分）

その他の部分
床下、暗渠内（ピット内、共同溝を含む。）
湿潤シンダー内配管
保温をしない屋外露出部
地中埋設部（一般部分）

その他の部分

・ＳＧＰ－ＶＤ ・ＳＵＳ　※ＨＩＶＰ
・ＳＧＰ－ＰＤ ・ＳＵＳ ・ＨＩＶＰ　
・ＳＧＰ－ＰＤ　・ＳＵＳ　

・
※ＨＩＶＰ　・水道用ポリエチレン管　　
・水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）
・
・ＳＧＰ－ＶＢ ・ＳＵＳ ※ＨＩＶＰ　
・ＳＧＰ－ＰＤ ・ＳＵＳ ・ＨＩＶＰ　
・ＳＧＰ－ＰＤ ・ＳＵＳ ・ＨＩＶＰ　
・ＳＧＰ－ＰＤ ・ＳＵＳ　
・ＨＩＶＰ　・水道用ポリエチレン管　　
・水道配水用ポリエチレン管（ＰＥ）
・
・ＳＧＰ－ＰＢ ・ＳＵＳ ・ＨＩＶＰ　

(注)１．ＳＵＳとは、JIS G 3448 またはJWWA G 115 に規定するステンレス鋼管である。

　 　　試験を行う。
　 　　がないことを確認するため衛生器具の取付完了後、系統毎に着色水を用いた通水
　 ３．飲料水以外の給水管は、系統別に管外部に配管識別テープを巻く。また、誤接続
　 ２．ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。
　　　　便所・廊下流し廻り露出配管（※拡管）とする。
　　　　継手は一般部（・圧縮 ※ﾀﾞﾌﾞﾙﾌﾟﾚｽ ・拡管）

※給湯用水栓を除き大きさの呼び１３の水栓は、節水コマとする。
・水抜き栓を使用する場合は、屋外に設ける水栓は耐寒水栓とする。ただし屋内は
　固定コマ式とする。

２　水　　栓

※親メーター（※貸与品　・　　　）　・子メーター（・買い取り・　　　）３　量　水　器

※水道事業者指定品　・標準図ＭＣ形４　量水器桝

　規格はＪＩＳ又はＪＶとし、水道直結部分は１０Ｋとし、指定なきものは５Ｋ、
それ以外は図示及び標準仕様書による。

５　弁　　　類

・防寒コンクリート水栓柱（１２００Ｌ）　・不凍給水栓　６　水　栓　柱

７　水道利用加入金 　水道利用加入金は別途とする。ただし、水道事業者との調整は本工事に含む。

８　本管取出し 　水道本管からの給水取出し工事は、本工事範囲とする。また、取出し部における
舗装復旧も含む。

施　工　箇　所 管　　種　　別
床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡)

・ＳＧＰ（白）・　ＨＴＶＰ管厨房等の温排水
耐火性能を要求される箇所 ・ＳＧＰ（白）：２時間耐火

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1):１時間耐火まで

その他の部分

床下、暗渠内(ピット内、共同溝を含む｡)
耐火性能を要求される場所 ・排水用ﾉﾝﾀｰﾙｴﾎﾟｷｼ塗装鋼管:２時間耐火

※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1):１時間耐火まで

その他の部分

地中埋設部 ・リサイクルＶＵ　・リサイクルＶＰ
・卵形管（ゴム輪接合）
・ＶＵ　・ＲＥＰ－ＶＵ(軽荷重の場合)　　　
※ＶＰ

共
通

汚
水
配
管

雑
排
水
配
管

耐火性能を要求される箇所 ・ＳＧＰ（白）：２時間耐火
※耐火二層管ＶＰ(FDPS-1):１時間耐火まで

その他の部分 ・リサイクルＶＰ　※ＶＰ　・ＲＦ－ＶＰ

通
気
配
管

（注）１．リサイクルＶＰ、リサイクルＶＵはJIS K6741の規格をもつ塩ビリサイクル管、
　　　　　RF-VP、RF-VU又は、REP-VUは標準仕様書第２編１．２．６による。
　　　２．雨水排水を含む場合は、雨水排水管は雑排水配管の材料種別による。
　　　３．原則として雑排水配管、汚水配管の管接合部はＹ４５度で行う。

　洗面器等に直結する排水管は、器具トラップより１サイズアップする。２　洗面器等の排水管

　３階以上にわたる排水立て管には、各階毎に次の継手を設ける。
　※掃除口付きソケット　・満水試験用掃除口ソケット

３　満水試験継手

　別紙桝表による。４　桝の適用

・露出部　Ｍ銅管　その他　保温付被覆銅管（Ｍ銅管）１　配管材料

　取付部は下記による。
※鋼管と銅管及びこれに類する部分
※鋼管とステンレス管及びこれに類する部分

２　絶縁フランジ

（１）規格はＪＩＳ又はＪＶとし、指定なきものは５Ｋ、それ以外は図示に図示による。
（２）ステンレス管に取付ける弁は、JV8-1による。

３　弁　　　類

※屋外設置の潜熱回収型　・　４　ガス瞬間湯沸器

飲用の場合は、80℃以上で使用可能なものとし、「熱湯注意」の表示をする。５　電気給湯器

○ １　配管材料 屋内消火栓用　　　一般配管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40
　　　　　　　　　地中埋設※ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ　
　　　　消火用　　一般配管※ＳＧＰ（白）　　・ＳＴＰＧ370（白）Sch40
　　　　　　　　　地中埋設※ＳＧＰ－ＶＳ　　・ＨＩＶＰ
不活性ガス消火用　※ＳＴＰＧ370（白）Sch40　・ＳＴＰＧ370（白）Sch80

　図示部分について下記のとおり施工する。
※埋設用フレキシブルジョイント２本をＬ字状に設ける。
・標準図施工４（　・（ａ）　・（ｂ）　・（ｃ））　

２　建物導入部配管

１　配管材料 　都市ガス　ガス事業者の供給規定による。埋設配管はＰＥ管を原則とする。

　漏洩検知装置は、流量検知式圧力監視型とする。２　ガス漏れ警報
　　遮断装置

　ガス設備工事の施工者にガスの供給権は付帯しない。３　液化石油ガスの
　　供給権

１　厨房機器の固定 　原則として、移動を前提とする厨房機器を除き地震時に転倒及び位置ずれを起こさ
ないよう、床又は壁に堅固に取り付ける。

※レバー式泡沫水栓　・自動水栓２　シンク用水栓

標準仕様書第5編１･６･１の表5.1.6安全装置の表中の△の項目はすべて適用とする。
　　の適用
３　安全装置の機能

 34.10℃  58.00％
 -0.60℃  60.30％

（３）給水方式　・給水管直結給水　※ポンプ加圧給水

・ＨＩＶＰ　・水道用ステンレス鋼管
※水道用ポリエチレン管

・リサイクルＶＰ　・ＶＰ　※ＲＦ－ＶＰ

・リサイクルＶＰ　・ＶＰ　※ＲＦ－ＶＰ

・リサイクルＶＰ　・ＶＰ　※ＲＦ－ＶＰ

・リサイクルＶＰ　・ＶＰ　※ＲＦ－ＶＰ

※一般配管用ステンレス鋼管　・機器付属品

●
※液化石油ガス　　一般配管　※合成樹脂被覆鋼管　・ 塩化ビニル被覆鋼管　
　　　　　　　　　地中埋設　※ ＰＥ管　　　 ・　
　　　　　　　　　屋内地中埋設　※ ポリエチレン被覆鋼管　　　 ・　

　　　　　　　　　　　(屋内)※保温機能付空調用ドレン管　※硬質塩化ビニル管ＶＰ
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